
提案の概要 

 本市では、「観光都市にいざビジョン（第2次はH２８．４．１～）」において、首都近郊に

ありながらも武蔵野の面影を色濃く残す豊かな自然環境や歴史的な文化資産をいかし、
市内全域を“屋根のない博物館”すなわちフィールドミュージアムとして、市民をはじめ
来訪者が各見どころをウォーキングで巡ることのできる環境を整備するとともに、市民ボ
ランティアの協力のもと観光都市にいざづくりを進めています。 

 本提案では、現在進めている区画整理事業に合わせて、親水エリアとして川沿いの散
策路を整備して、観光ルートに位置付け回遊性を高めることで、新たな都市形成におい
て、柳瀬川周辺にある歴史的な資源と水辺に親しむ環境を融合した、「歩いて、見て、
触れて、ずっと住み続けたい、また訪れたいまち」を目指します。 

 
■第４次新座市基本構想総合振興計画 

 自然との身近なふれあいの場として流域環境の整備
を進める。 

■都市計画マスタープラン 

 水と緑の回廊として自然環境に調和した河川改修を
図る。 

■第２次観光都市にいざづくり前期アクションプ
ラン 

 自然を回復する川として、遊歩道の連続性・親水施
設等の環境整備の促進を要望していく。 

  
  

      

計画等の位置付け 

  取組のイメージ図 

 
■賑わいのある都市空間づくり 

 市民、来訪者が歩いて本市の魅力を感じることが
できる整備を行い、イベント等を通じて交流人口の増
加と賑わいのある空間を創出します。 

■定住人口の促進 
 誰もが魅力を感じるまちづくりを形成し、当該地域
の定住人口の増加を図ります。 

  

目標・成果指標 

成果指標 現在 整備後 

ウォーキングイ
ベント参加者数 

― 1,000人/回・日 

定住人口 
（大和田地区） 

8,959人
（H28.4.1） 

12,000人 

 
既設の観光ルート 

エントランス 

大和田二・三丁目
地区土地区画整
理事業区域 

・ 英橋のアンダーパス化
とともに、親水エリアに散
策路を整備して観光ルート
の拡充と既設ルートとのネ
ットワーク化を図る 

・ 区画整理事業に合わせ
て、柳瀬川へ橋梁を新設し
両岸の利活用の向上を図
るほか、公園やスポーツ運
動場等を整備して、交流拠
点を創出する 

柳瀬川ふれあい橋 

英橋 
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川とまちの状況 

  

・ 
■地域資源  

 ・柳瀬川流域に形成された大和田地区は、古くから居
住の場のみならず、近世では、江戸と川越を結ぶ道筋
（川越街道）に位置したことで、宿場や交通の要衝として
大和田宿の名で栄えた。今でも歴史的な資源が点在し
ており、市民をはじめ本市に訪れる来訪者に当時を偲ば
す見どころとして魅力を発信している。 

 ・柳瀬川沿いに整備された散策路（柳瀬川ふれあい橋
付近）には、春は桜、夏には彼岸花などといった花々が
咲き誇り、地域住民の憩いの場となっている。  
■課題 
 ・市の人口163,674人、高齢化率24％、年少人口13.6％

となっており、今後ますます少子高齢化が進むことが予
想される。大和田地区の土地区画整理事業の推進に合
わせて、周辺の歴史資産や柳瀬川の自然環境をいかし
た魅力あるまちづくりを進め、定住人口の促進や交流人
口の増加を図る必要がある。 
  

まちの状況 

位置図 

 
■市内の柳瀬川は延長２．４km 
■活動団体 ２団体 
  柳瀬川ふれあい祭り実行委員会 
   （地元９町内会で組織） 
  新座市立第四中学校 
 （いずれも川の国応援団の登録なし） 
■川の特徴 

 ・川沿いの桜並木、彼岸花の群生地
は観光スポットとなっている。 

 ・柳瀬川ふれあい橋付近に整備した
柳瀬川河川敷広場（市が管理）は、地
域住民の交流の場になっている。 
■過去の事業 
 ・川のまるごと再生プロジェクト 
  （黒目川） 
   遊歩道の整備：延長約１，７５０m 

川の状況 

大和田二・三丁
目地区土地区画
整理事業区域 

新座駅北口土地
区画整理事業区
域 

所沢市 

清瀬市 

新座駅 
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⑧ 

①中野の獅子舞 ②花蹊記念資料館 

 

 

 

③はだか神輿  ④大和田氷川神社 

 

 

 

⑤普光明寺   ⑥鎌倉道 

 

 

 

⑦大和田宿   ⑧鬼鹿毛馬頭観音 
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■観光プログラムの充実 
 ・大和田宿を歩くガイドツアー 
 ・ウォーキングイベントの開催 
 ・多目的広場を活用したイベントの実 
  施 
■情報発信 
  ・観光ガイドブックの作成 
  ・フェイスブック、ブログ等の活用 
  ・広報紙やイベントでの啓発活動 
  ・水質改善（公共下水道へ転換促進等） 
 
   
         

 
 
 
■道路交通網の整備と拡充 
 ・橋梁の新設（アンダーパス、階段等の整備含む） 

 ・新たな道路網の整備 
■土地区画整理事業の実施  
 ・野球場、サッカー場の整備 
 ・駐車場の整備 
 ・公園の整備 
■観光案内看板や道路標識の整備 
■公共下水道の整備推進 
■大型ショッピングセンターの誘致 
       

   市町村が取り組む事業等の概要 

  

工程表・想定事業費 

H28 H29 H30 H31 H32 想定事業費 

土地区画整理事業の実施 １０，４９０百万円 

野球場の整備 １５０百万円 

公園の整備 ２３百万円 

観光案内看板の整備 ４百万円 

ハード 

位置図 

ソフト 

事業等の概要 

新設公園（イメージ） 

観光案内看板・道標 
      （イメージ) 

大和田宿を歩く 
ガイドツアー（イメージ） 
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   県に実施してほしい整備の概要 

  

 
■散策路の整備 （柳瀬川ふれあい橋から清瀬市境まで延長 約１，２００ｍ） 
  ・アンダーパスの整備 
  ・スロープ及び階段の整備 
 
 
■親水広場の整備（約０．５ｈａ）  
 ・河川敷の雑木の伐採及び整地 
 ・バーべキュー広場の整備 
 ・多目的広場の整備        
 ・親水護岸の整備      
 ・わんぱく広場の整備 
          

実施してほしい整備概要 

工程表・想定事業費 

H28 H29 H30 H31 H32 想定事業費 

計画策定 － 

散策路の整備 ５百万円 

親水広場の整備 ９０百万円 

位置図 

親水公園 

河川敷の現況 
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